Ｗ５９－１
Ｗ５９　ローマン・キーカード・
　　　　　　　　ブラックウッド（ＲＫＣＢ）
Ａ．基本
１．４枚のＡとトランプのＫを「キーカード」と呼ぶ。
２．スーツのフィットがない場合は直前のスーツをトランプとして答える。（約束）
３．ＲＫＣＢの原則は、「聞く方はいつも聞いている。」である。
４．マイナー・フィットの場合、非常時には５ＮＴでとまることが可能である。
Ｂ．４ＮＴでキーカードの枚数を調べる
１．４ＮＴ－５Ｃ＝１枚または４枚　　３枚または０枚　　を使う人もいる。（約束）
　　　　　－５Ｄ＝３枚または０枚　　１枚または４枚　　
　　　　　－５Ｈ＝２枚または５枚、トランプのＱなし。　
　　　　　－５Ｓ＝２枚または５枚、トランプのＱあり。
　　　　　－５NT＝２枚＋ボイドあり。（この場合予めキュービッドしておくと良い。）
　　　　　－６Ｃ/Ｄ/Ｈ：１枚でＣ/Ｄ/Ｈがボイド（トランプの６の代を超えない。）
２．４ＮＴに対する答えとその後のビッド
（１）４ＮＴに対する答えのすぐ次のスーツがＱアスキング。（そのスーツがトランプのときはその次のスーツがＱアスキング。）　
（２）Ｑアスキングの次のスーツがＫアスキング。（そのスーツがトランプのときはその次のスーツがＫアスキング。ただし５ＮＴを超えない。）
Ｑアスキングの例
	４ＮＴに対し
	５Ｃと返ってきたら
	５Ｄと聞く(トランプがＤでないとき）

	
	
	５Ｈと聞く(トランプがＤのとき）

	
	５Ｄと返ってきたら
	５Ｈと聞く(トランプがＨでないとき）

	
	
	５Ｓと聞く(トランプがＨのとき）


　　　
その答えとして
Ｑがない：トランプ・スートをジャンプせずにビッド。
　　Ｑがある：トランプ以外のＫがない････５ＮＴをビッドする。
トランプ以外のＫがある････Ｋのある最も低いスーツをキュービッドする。　　
このキュービッドがトランプの６の代を超えるときは５ＮＴをビッドする。　
　　　　　　　なお、トランプが10枚フィットの場合はトランプのＱがなくても「ある」と答える。この場合トランプのＱがＡＫの下に落ちてくる可能性が高い。（７８％）
（３）Ｓトランプの場合
　　　４ＮＴに対して
　　　５Ｃ－５Ｄ
ＳＱアスキング(５Ｃの次)。ＳＱがあれば６Ｓのある場合。
　　････５Ｈ
ＳＱあり。ＨＫあり。ＣＫ・ＤＫは不明。
････５ＮＴ　Ｋアスキング。Ｋを下からビッドせよ。
Ｗ５９－２
　５Ｃ－５Ｄ（続き）
　　　　　　････５Ｈ
５Ｈにパートナーが５ＮＴでなく６Ｃとビッドしたら、６ＤでＤＫありと答える。ＤＫがなければ６Ｓ。既にＨＫありと答えている。

　　････５Ｓ
ＳＱなし。


････５ＮＴ　Ｋアスキング。Ｋを下からビッドせよ。

　　････５ＮＴ
ＳＱあり。他にＫなし。
････６Ｃ
ＳＱあり。ＣＫあり。ＤＫは不明。ＨＫなし。
････６Ｄ
ＳＱあり。ＤＫあり。ＣＫなし。ＨＫなし。
－５Ｈ
Ｋアスキング(５Ｃの次の次）。Ｋを下からビッドせよ。
････５Ｓ
Ｋなし。（サイン・オフ）
････６Ｃ
ＣＫあり。ＤＫ・ＨＫは不明。
････６Ｄ
ＤＫあり。ＣＫなし。ＨＫは不明。
････６Ｈ
ＨＫあり。ＣＫ・ＤＫなし。

　－５Ｓ
ＳＯ（サイン・オフ）
５Ｄ－５Ｈ
ＳＱアスキング(５Ｄの次)


　　････５Ｓ
ＳＱなし。
････５ＮＴ　Ｋアスキング。Ｋを下からビッドせよ。　
　　　　　　････５ＮＴ
ＳＱあり。他にＫなし。
････６Ｃ
ＳＱあり。ＣＫあり。ＤＫ・ＨＫは不明。

　　････６Ｄ
ＳＱあり。ＤＫあり。ＣＫなし。ＨＫは不明。

　　････６Ｈ
ＳＱあり。ＨＫあり。ＣＫなし。ＤＫなし。

　－５Ｓ
ＳＯ。
（４）Ｈトランプの場合
　　　４ＮＴに対して
　　　５Ｃ－５Ｄ
ＨＱアスキング(５Ｃの次)。ＨＱがあれば６Ｈのある場合。
　　　　　　････５Ｈ
ＨＱなし。


････５ＮＴ　Ｋアスキング。Ｋを下からビッドせよ。

　　････５ＮＴ
ＨＱあり。他にＫなし。

　　････５Ｓ
ＨＱあり。ＳＫあり。ＣＫ・ＤＫは不明。

　　････６Ｃ
ＨＱあり。ＣＫあり。ＤＫ不明。ＳＫなし。

　　････６Ｄ
ＨＱあり。ＤＫあり。ＣＫ・ＳＫなし。

　－５Ｈ
ＳＯ
－５Ｓ
Ｋアスキング(５Ｃの次の次の５Ｈはトランプだからその次）。Ｋのあるスーツを下からビッドせよ。
　････５ＮＴ
ＳＫあり。ＣＫ・ＤＫは不明。（６Ｓは６Ｈを超えてしまうから５ＮＴ。）
････６Ｃ
ＣＫあり。ＤＫは不明。ＳＫなし。

　　････６Ｄ
ＤＫあり。ＣＫ・ＳＫなし。

　　････６Ｈ　　Ｋなし。
５Ｄ－５Ｈ
ＳＯ
Ｗ５９－３
５Ｄ－５Ｓ　
ＨＱアスキング(５Ｄの次の５Ｈはトランプだからその次)。６Ｈはある前提でないとビッドできない。
････５ＮＴ
ＨＱあり。ＳＫあり。ＣＫ・ＤＫは不明。
････６Ｃ
ＨＱあり。ＣＫあり。ＤＫは不明。ＳＫなし。

　　････６Ｄ
ＳＱあり。ＤＫあり。ＣＫ・ＳＫなし。

　　････６Ｈ
ＨＱなし。（ジャンプしないでビッド）

　　････６Ｓ
ＨＱあり。ＳＫあり。ＣＫ・ＤＫなし。



(６Ｓは６Ｈを超えるからビッドしない。５ＮＴ。owada）

－５ＮＴ
Ｋアスキング。Ｋのあるスーツを下からビッドせよ。
５Ｈ－５Ｓ
Ｋアスキング。ＨＱがないことは分かっているから５Ｈの次の５ＳはＫアスキング。
　　　････５ＮＴ
ＳＫあり。ＣＫ・ＤＫは不明。

(６Ｓは６Ｈを超えるからビッドしない。５ＮＴ。owada）


････６Ｃ
ＣＫあり。ＤＫは不明。ＳＫなし。
････６Ｄ
ＤＫあり。ＣＫ・ＳＫなし。

　　････６Ｈ
Ｋなし。

　－５ＮＴ
Ｋアスキングにはならない(要注意)。５ＳがＫアスキング。ＳＯ。
　　　５Ｓ－５ＮＴ
Ｋアスキング。Ｋのあるスーツを下からビッドせよ。
（５）Ｄトランプの場合

　　　４ＮＴに対して
５Ｃ－５Ｄ
ＳＯ(トランプがＤだからＤＱアスキングにはならない。)

　　　　　－５Ｈ

ＤＱアスキング(トランプがＤだから５Ｄの次の５ＨがＤＱアスキング)。６Ｄまである場合。

　　････５Ｓ
ＤＱあり。ＳＫあり。ＣＫ・ＨＫは不明。


････５ＮＴ　Ｋアスキング。
････５ＮＴ
ＤＱあり。（ＳＫなし。ＨＫあり。ＣＫは不明。）

　　････６Ｃ
ＤＱあり。ＣＫあり。ＨＫ・ＳＫなし。


････６Ｄ
ＤＱなし。
････６Ｈ
ＤＱあり。ＨＫあり。ＳＫ・ＣＫなし。

(６Ｈは６Ｄを超えるからビッドしない。５ＮＴ。owada）
－５Ｓ
Ｋアスキング(ＤＱアスキングの５Ｈの次)。Ｋのあるスーツを下からビッドせよ。６Ｄを超えないこと。　
　　　
　　････５ＮＴ
ＳＫ・ＨＫのどちらかはある。ＣＫは不明。

　　････６Ｃ
ＣＫあり。ＨＫ・ＳＫなし。
　　････６Ｄ
Ｋなし。
(６Ｈ、６Ｓは６Ｄを超えるからビッドしない。５ＮＴ。owada）
５Ｄ－５Ｈ
ＤＱアスキング(５Ｄの次)。６Ｄまである場合。以下前項と同じ。
　　　　　　５Ｓ

Ｋアスキング。前項と同じ。
　　　５Ｈ－５Ｓ

Ｋアスキング。前項と同じ。
　　　　　　５ＮＴ
Ｋアスキングにはならない(要注意)。５ＳがＫアスキング。ＳＯ。
　　　５Ｓ－５ＮＴ
Ｋアスキング。
････６Ｃ
ＣＫあり。ＨＫ・ＳＫは不明。
････６Ｄ
ＣＫなし。ＨＫ・ＳＫは不明。
（ＨＫまたはＳＫがあるとき６Ｄを超えるからビッドしない。）
Ｗ５９－４
（６）Ｃトランプの場合
　４ＮＴに対して

　　　５Ｃ－５Ｄ

ＣＱアスキング(５Ｃの次)。
････５Ｈ
ＣＱあり。ＨＫあり。ＳＫ・ＤＫは不明。
････５Ｓ
ＣＱあり。ＳＫあり。ＨＫなし。ＤＫは不明。
････５ＮＴ　ＣＱあり。ＤＫあり。ＳＫ・ＨＫなし。
････６Ｃ
ＣＱなし。
（ＣＱあり。ＤＫありのとき６Ｄは６Ｃを超えるからビッドしない。５ＮＴ。owada）
５Ｃ－５Ｈ
Ｋアスキング。（ＣＱアスキングの５Ｄの次）
････５Ｓ
ＳＫあり。ＤＫ・ＨＫは不明。
････５ＮＴ
ＨＫ・ＤＫのどちらかはある。ＳＫなし（ＳＫがあれば５Ｓ）。
････６Ｃ
ＤＫ・ＨＫ・ＳＫなし。
（ＤＫ・ＨＫありのとき６Ｄ・６Ｈは６Ｃを超えるからビッドしない。５ＮＴ。owada）
　　　５Ｄ－５Ｈ
ＣＱアスキング(５Ｄの次)。
････５Ｓ
ＣＱあり。ＳＫあり。ＤＫ・ＨＫは不明。
････５ＮＴ
ＣＱあり。ＤＫ・ＨＫはあるかも知れない。ＳＫなし。
　
　　････６Ｃ
ＣＱなし。
５Ｓ
Ｋアスキング。（ＣＱアスキングの５Ｈの次）
････５ＮＴ
ＳＫ・ＨＫ・ＤＫはあるかも知れない。
････６Ｃ
ＳＫ・ＨＫ・ＤＫなし。
(ＤＫまたはＨＫまたはＳＫありのとき６Ｄまたは６Ｈまたは６Ｓは６Ｃを超えるからビッドしない。５ＮＴ。owada）
　　　５Ｈ－５Ｓ
Ｋアスキング。ＨＱのないことは分かっている。（前出）
････５ＮＴ
ＳＫ・ＨＫ・ＤＫはあるかもしれない。
････６Ｃ
ＳＫ・ＨＫ・ＤＫ・ＨＫなし。（前出）

５ＮＴ
Ｋアスキングにはならない(要注意)。５ＳがＫアスキング。ＳＯ。
５Ｓ－５ＮＴ
Ｋアスキング（Ｃ以外にＫがあればグランド・スラムの場合）

　　････６Ｃ
Ｋなし。

　　････６Ｘ
７Ｃまたは７ＮＴとなる。

３．サイド・スーツのＫを調べる。
（１）５ＮＴでＫの枚数を調べる
（トランプのＫは除く。既にキーカードで調べている。）
　　　５ＮＴ－６Ｃ＝０枚　　　Ｋのあるスーツを下から順にビッドしていく方法もある。
　　　　　　－５Ｄ＝１枚　　　どちらを使うかをパートナーと約束しておく。
　　　　　　－５Ｈ＝２枚　　　Ｋのあるスーツを下から順にビッドする方が一般的。
　　　　　　－５Ｓ＝３枚
　　　この方法はビッド・スペースが少なくなるから推奨されない。次の（２）参照。
　　　　　　　Ｗ５９－５
（２）ステップ－Ｋアスキング
　　　トランプ・スーツを除き、トランプのＱアスキングの１つ上のステップ・ビッドがサイド・スーツのＫアスキングとなる。なお５Ｓ、５ＨのレスポンスはＱの有無を含めて答えているので、この場合はすぐ上のスーツをビッドする。ただしそのスーツがトランプ・スーツの場合はその上のステップ・ビッドをする。
４ＮＴの答が：
　　　　５Ｓの場合は５ＮＴ
５Ｈの場合はＳのトランプに対して５ＮＴ（５Ｓはサイン・オフになってしまう。）トランプがＳ以外のときは５Ｓ。
　　　　５Ｄの場合はＳとＨのトランプに対して５ＮＴ、ＤとＣのトランプに対して５Ｓ。
　　　　　　　　　　これは、５Ｄに対し５ＨはＱアスキングだからその次の５ＳとなるがＳがトランプの場合５Ｓはサイン・オフとなってしまうのでその次の５ＮＴをビッドする。同様にＨがトランプの場合は５ＳがＱアスキングとなるから５ＮＴをビッド。
５Ｃの場合はＳとＣのトランプに対して５Ｈ、ＨとＤのトランプに対して５Ｓ。
　　　　　　　　　　５Ｄの場合と同様の理由。
４．サイドスーツ・ダイレクトＱアスキング
　　ＲＫＣＢで聞く側がＫアスキングのビッドを飛ばして６の代でニュー・スーツをビッドすると、そのビッドしたスーツのＱアスキング（３rdラウンド・コントロール・アスキング）となる。
　　これはグランド・スラム・トライでパートナーはそのスーツにＱがあったら７をビッドする。（使ったことがない。owada）
５．４ＮＴの直後にオーバーコールやダブルが入った場合
　　オーバーコールに対してはＤＯＰＩ、ダブルに対してはＲＯＰＩで対抗する。
６．ボイド・ショーイング
　　４ＮＴ－５ＮＴ
２キーカードでボイドあり。（予めスプリンター・ビッドをしておくとボイドが分かり易い。）
　　　　　　６Ｃ
１キーカード、Ｃボイド。（ビッドしたスーツがボイド）
　　ボイド・ショウイング・ビッドの後、ＲＫＣＢを聞いた側がニュー・スーツをビッドすると、そのスーツのダイレクト・Ｋアスキングで、グランド・スラム・トライになる。
７．どのスーツがトランプか
（１）トランプ・アグリーメントがある場合は、アグリーしたトランプ
（２）トランプ・アグリーメントがない場合は、直前にビッドされたスーツ。（約束）
（３）２スーター・フィットの場合
　　①　メジャーとマイナーのときはメジャー
　　②　その他は先にフィットがあった方のスーツ
Ｗ５９－６

８．その他
（１）キックバック（ＫＩＣＫＢＡＣＫ）
　　　今はほとんど使われない。

（２）エクスクルージョン・キーカード・ブラックウッド（ＥＸＣＬＵＳＩＯＮ　ＫＢ）
　　　またはボイドウッド（ＶＯＩＤＷＯＯＤ）
　　　めったにチャンスがない。

（３）レッドウッド（ＲＥＤＷＯＯＤ）
　　　今はほとんど使われない。

（４）ローマン・ガーバー（ＲＯＭＡＮ　ＧＥＲＢＥＲ）
　　　ＮＴオープンに対して４ＣでＡアスキングしたとき、ガーバーを１or４、３or０（ＲＫＣＢ１４３０の場合）で答える。
　　　４Ｓを２Ａのミニマム、４ＮＴを２Ａのマキシマムとする約束もある。これとは別に４Ｓを異色の２Ａ（ＣＡまたはＳＡとＤＡまたはＨＡ）、４ＮＴを同色の２Ａ（ＣＡとＳＡまたはＤＡとＨＡ）とする約束もある。
　　　引き続き５ＣはＫアスキング。（下からＫのあるスーツをビッドする。枚数で答えるかは約束。）
　　　結構使われている。
（５）ローマン・スーパーガーバー（ＲＯＭＡＮ　ＳＵＰＥＲ　ＧＥＲＢＥＲ）またはハイ・ガーバー（ＨＩＧＨ　ＧＥＲＢＥＲ）
　　　あまり使うチャンスはない。（別紙あり。）
（６）ＲＫＣＢを使う前にキュービッド、スプリンター・ビッド等で情報を交換しておくと良い。

１．ＲＫＣＢをお送りしますが、全てを理解するのは面倒ですから、最初は４ＮＴに１４、３０、２Ｑなし、２Ｑありを覚え、次に５ＮＴでＫを訊くことにすれば大分楽です。（「Ｑ－Askingはしない」とパートナー間で決めておけばよいことです。）このＫ－Askingですがトランプ・スーツのＫは既にキーカードとして数えておりますから除外する必要があります。答え方としては０、１、２、３枚の順に６Ｃ、６Ｄ、６Ｈ、６Ｓとなります。（これもパートナーと確認しておく必要があります。）

２．先日、「４スーツ・トランスファー」といいましたが、これは他のメジャー４枚との組み合わせのビッドを含んだコンベンションとなります。もちろんこの中にもこのトランスファーは含まれていますが、ただトランスファーだけであれば「マイナー・スーツ・トランスファー」と言った方が分かり易いかもしれません。

　　普通１ＮＴ－２Ｓはマイナー・ステイマン（マイナー５－５または４－４：パートナーシップによる。）に使っています。

　　マイナーでスラム・インビテーションの時には

　　１ＮＴ－３Ｈ（Ｃでのスラム・インビテーション）

　　１ＮＴ－３Ｓ（Ｄでのスラム・インビテーション）

　　が使われます。（未だ使ったことがありません。）

３．オーバーコールするかテイクアウトＸを掛けてから自分のビッドをするかは定義は知りませんが、別紙のテイクアウトＸの項を参照して下さい。概ねこんな所のようです。
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１．ＲＫＣＢを余り恐れる必要はないと思います。

全てのＡとトランプ・スーツのＫをキーカードと呼びます。トランプ・スーツが決まっていないときは、４ＮＴをビッドした直前のスーツをトランプ・スーツと見立ててビッドします。（約束）

最初から全てを理解するのは面倒ですから、最初は次を使うことにしてはいかがでしょう。トランプのＫとＱが凡そ判るというメリットがあります。

４ＮＴ－５Ｃ：キーカード１または４枚。

－５Ｄ：キーカード３または０枚。

－５Ｈ：キーカード２または５枚でトランプのＱなし。

－５Ｓ：キーカード２または５枚でトランプのＱあり。

を使います。

５ＮＴ－６Ｃ：Ｋなし。

－６Ｄ：Ｋ１枚。

－６Ｈ：Ｋ２枚。

－６Ｓ：Ｋ３枚。

４ＮＴのキーカード・アスキングでトランプ・スーツのＫはすでに訊いているので、

Ｋは最大３枚までです。

ＮＴオープンに対するGerberの４Ｃに対しては当面は

４Ｃ－４Ｄ：Ａ０または４枚

　　－４Ｈ：Ａ１枚

　　－４Ｓ：Ａ２枚

　　－４ＮＴ：Ａ３枚

５Ｃ－５Ｄ：Ｋ０または４枚

　　－５Ｈ：Ｋ１枚

　　－５Ｓ：Ｋ２枚

　　－５ＮＴ：Ｋ３枚

を使う約束にすればよろしいかと思います。
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